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水 田 の 高 度 利 用 に 関 す る 技 術 的 研 究

第 1報  ライグラス類の大麦間中播き栽培法

姫 田正 美・ 川 村 五 郎  伊 藤 信 雄
(東北農業試験場 )
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表 1 播種期と苗立ち数・乾物収量
1 は  し が き

著者らは酪農を前提とした田畑輪換試験の一部として比

較的短期間の輸作方式である稲一大麦―イタリアンライグ

ラスの2年 3作方式の技術体系化を進めている。この方式

ではライグラス類を春季,大麦の畦間に中播し,秋から翌

春まで収穫するが, この中播き栽培法に関して 1976年以

来,試験を行つたので,その結果を報告する。
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2試 験 方 法

1 播種期試験 (1976～ 77): 前作大麦30mドリル
播で取量は4329/C,収獲llJ 6月 26日。ライグラスの品種 ,

播種量は表 1の ようで,播種量4507/C,施肥量は大麦収

穫後にN10,P20513め ,K200'ダ C,1番草, 2番
草,翌春 4月 中旬にほぼ同量を施用した。

2 播播量と前作大麦の栽植様式に関する試験 (1976
～ 77): 品種マンモスA,マ ンモスB.播種期は 5月
10日 ,播種量と大麦の栽植様式は表 2に示す。前作大麦の

収量約 52協/α ,施 1巴量は1)と ほぼ同様であった。

3 大麦播種期に関する試験 (1977～ 78): ライグ
ラスの播種量450z/α ,播種期は 4月 26日 , 品種および

大麦の播種llJは 表3の ようで,大麦収量は約 40り ,施肥量

は 1)と ほぼ同量であつた。

なお,各試験において, 7月 下旬に24PAを 100oん散

布した。

6試 験 結 果

播種jt:  表 1に 示すように苗立ち数は 5月 中旬播
が少なく, 4月 下旬, 6月 上旬はそれより多かった。これ

は 5月 中旬の降雨が少なく■攘が乾燥したためと考えられ

る。 1番草収量と大麦ヌ1取後の草丈との相関はr=o862,

さらに図 1に示すように草丈と苗立ち数の立方根の積と 1

番草収量との間の相閲は草丈のみとの相関よりも高くなつ

た。年内に3回 ,翌春 1回の収穫総量は88～ 100りで,マ

ンモスB>マ ンモスA>Hワ ンであつた。
播種量 : 表2に ライグラスの播種量と吉立ち数,収量
の関係を示す。薔立ち数は播種量の増加にしたがい多くな

草丈×苗立数=

図1 草丈・苗立数と収量の関係

表2 牧草播種豊 大麦栽植様式と苗立ち数 収量
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注.苗立数イ当たり,苗立ち数以外は乾物収量均/α 。

注.収量は 2品種平均,苗立ち数はマンモスA。
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った。表2の収量は品種間に大きな差がなく,その平均で

示してあるが,慣行の300′ 区が若干劣り,lLの 2区はほ

とんど差がなかった。

前作大麦の栽植様式  前作大麦が ドリル播きの場合,
その畦幅と苗立ち数,収量との関係をみると(表 2),苗
立ち数は大麦畦幅 40鍬区が少なくなった。 5月 中～下旬

に土壌が乾燥したが,畦幅の広い区程土壊表層の水分が少

なく(表層3"の 上壌水分 :40m区 402%,20m区 549

%),こ れが40m区の苗立ち数減少 をもたらしたと考 え

られる。 1～ 2番草の収量は40"区が他の2区より若千劣

ったが,こ れが苗立ち数の差によるものか否かは明らかで

はない。

大麦の全面全層播についてその幕種量の影響を検討した

が,苗立ち数は大麦密播の区ほど少なくなり,収最も大麦

密播区が劣つた。これは密播された大麦の株元に入つた種

子は発芽を妨げられたためと考えられる。全面全層播の大

麦を収穫した後のライグラスの苗立ちにはかなりの不均一

が観察され,こ の苗立むらが大麦密播区の収量減少の原因

であろう。

前作大麦の播種期  表3に大麦の播種期とライグラス
の苗立ち数,収量の関係を示す。苗立ち数は大麦播種期の

早い区で少なくなったが,この原因は明らかではない。各

収穫期の収量は区間に大差がなく,マ ンモスB,テ トリラ

イトも同様の傾向であつた。収量の総計はマンモスA,テ

トリライトはほぼ同様で約 100げC, マンモス Bは 劣つ

た。

雪腐れ病被害  76年 ,77年 とも越冬後の観察では雪
腐れ病の被害は軽度であつた。供試した品種の雪腐れ抵抗

性を概括するとテ トワライト>マ ンモスA>マ ンモスB>
Hワ ンであつた。

雑草発生量  大麦収穫後,速かに雑草が発生するが,
24 PA散布により広葉雑草を防除し得た。しかしイネ科雑

草, とくにノビエの発生が著しく,77年の調査例では 7月

下旬におけるノピエ本数は19本/″であり,大麦畦幅の広

い区で発生本数が多かつた。

表6 大麦播種llJと 苗立ち数・乾物収量
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注 表 1に 同じ。

4総    括

イタリアンライグラスでは稲間播きうが実用化 し, ロー

ズグラスとの連続栽培うが検討されるなど不耕起播きされ

る場合が少なくない。本法はこれを大表間への春播きに応

用したものである。苗立ちの確保,収量の両面からみて,

播種期 (4月 下旬 ),播種量 (慣行の 5割増 ),前作の栽

培条件 (30m畦幅の ドツル播き,全層播は好適ではない ),

品種 (雪腐れ抵抗性強 )な ど栽培法のおおよその基準が明

らかにされた。残された問題はまず夏季の雑草対策であり,

第 2に は 1番草収量を高めるための初jUl生育の促進法があ

げられ,第 3には機械化作業体系の完成である。これらに

ついては現在検討を進めているところである。
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